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第２章 高齢者等の状況 
 

    

第第第第１１１１節節節節    高齢者を取り巻く現状高齢者を取り巻く現状高齢者を取り巻く現状高齢者を取り巻く現状    

 

（１）人口の推移 

総人口は年々減少し続けており、平成 23 年９月 30 日現在の総人口は 30,031

人となっています。また、推計人口でも減少傾向は続き、平成 26 年では、28,514

人となり、平成 23 年と比べ 1,517 人減少すると予測されます。 

年齢三区分別人口推移をみると、年少人口（０～14 歳）、生産年齢人口（15～

64 歳）は減少傾向にあり、老年人口（65 歳以上）は平成 23 年までは、減少傾向

で推移していましたが、団塊の世代が 65 歳以上となることもあり、平成 24 年よ

り増加に転じます。 

また、年齢三区分別人口割合をみると、年少人口割合、生産年齢人口割合は減

少傾向にありますが、老年人口割合は増加傾向にあることから、少子高齢化が進

行し続けています。 

 

■年齢三区分別人口推移 

（単位：人）

3,640 3,525 3,412 3,330 3,252 3,182 3,097

17,268 16,919 16,752 16,674 16,117 15,628 15,173

10,279 10,246 10,171 10,027 10,087 10,175 10,244

28,985 28,514
31,187 30,335 30,031 29,45630,690

0

10,000

20,000

30,000

40,000

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

年少人口 生産年齢人口 老年人口

 
資料：平成 20 年から平成 23 年は実績人口、住民基本台帳（各年９月 30 日現在） 

資料：平成 24 年から平成 26 年はコーホート変化率法による推計人口 

 

 



 

■年齢三区分別人口推移の構成割合 

11.7 11.5 11.2 11.1 11.0 11.0 10.9

55.4 55.1 55.2 55.5 54.7 53.9 53.2

33.0 33.4 33.5 33.4 34.2 35.1 35.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合

 

 

（２）人口構成 

平成 23 年９月 30 日現在の人口構成を、人口ピラミッドでみると、出生数の減

少と高齢化が反映された「つぼ型」となっています。また、団塊の世代が中高年

に差し掛かり、今後の高齢者人口の増加がうかがえます。 

 

■平成 23 年の人口ピラミッド           

男性
(14,406人)

531

581

633

683

545

685

750

766

763

855

1,013

1,235

1,376

831

960

968
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50～54
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80～84

85～94

90歳以上

女性
(15,625人)

466

517

602

691

558

588

681

656

705

734

1,004

1,122

1,264

976

1,306

1,150

758

442

1,405

0 500 1,000 1,500
 

資料：住民基本台帳（平成 23 年９月 30 日現在） 

 

 



 

（３）高齢者人口の推移 

高齢者人口の推移をみると平成 22 年に 10,171 人であったものが、平成 26 年

には 10,244 人となり、僅か 73 人の増加ですが、高齢化率は 35.9％と大幅な増加

が予測されます。 

また、65 歳以上の高齢者を前期高齢者（65～74 歳）と後期高齢者（75 歳以上）

に分けてその比率をみると、後期高齢者の割合が高くなっていますが、平成 25

年より前期高齢者の増加が予測されます。 

 

■高齢者人口の推移 

（単位：人）

4,776 4,593 4,329 4,073 4,001 4,028 4,113

5,503 5,653 5,842 5,954 6,086 6,147 6,131

10,279 10,246 10,171 10,027 10,087 10,175 10,244

35.1 35.9
33.4 34.233.533.533.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

（単位：％）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

前期高齢者 後期高齢者 高齢化率

 
資料：平成 20 年から平成 23 年は実績人口、住民基本台帳（各年９月 30 日現在） 

資料：平成 24 年から平成 26 年はコーホート変化率法による推計人口 

 

■前期高齢者・後期高齢者の比率 

46.5%

44.8%

42.6%

40.6%

39.7%

39.6%

40.2%

53.5%

55.2%

57.4%

59.4%

60.3%

60.4%

59.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

前期高齢者 後期高齢者

 



 

（４）高齢者のいる世帯の状況 

人口は減少傾向で推移している中で、世帯数も減少傾向で推移し、平成 12 年

に 10,331 世帯でしたが、平成 22 年には 9,866 世帯となっています。 

また、高齢者世帯数の推移は、平成 12 年に 6,028 世帯でしたが平成 22 年には

6,417 世帯と増加傾向で推移しています。高齢者世帯の増加に伴い、総世帯数に

占める高齢者がいる世帯数の割合も、平成 12 年に 58.3％でしたが、平成 22 年に

は 65.0％と増加しています。 

さらに、高齢者単身世帯、高齢夫婦世帯等といった、高齢者のみで構成される

世帯についても増加傾向となっています。 

 

■高齢者のいる世帯の推移               （単位：世帯、％） 

世帯数 構成比率 一般世帯数

65歳以上の親族のいる一般世帯 6,028 58.3

高齢者単身世帯 861 8.3

高齢夫婦世帯等 1,088 10.5

65歳以上の親族のいる一般世帯 6,470 63.9

高齢者単身世帯 1,051 10.4

高齢夫婦世帯等 1,227 12.1

65歳以上の親族のいる一般世帯 6,417 65.0

高齢者単身世帯 1,238 12.5

高齢夫婦世帯等 1,212 12.3

平成22年 9,866

平成12年 10,331

平成17年 10,122

 

資料：国勢調査 

 



 

（５）要介護等認定者数の推移 

要介護等認定者数は、増加傾向で推移し、平成 26 年の要介護等認定者数は

1,820 人と予測されます。 

要介護別割合は大きく変化しませんが、認定率は、上昇し続け、平成 26 年に

は 17.8％と予測されます。 

 

■要介護等認定者数の推移 

（単位：人）

91 94 163 172 162 166 167
186 202

179 182 188 192 193

348 304
312 326 324 331 336

271 294 288 272 291 299 303

257 253 220 228 229 235 239

255 255 265 225 253 260 265

283 298 292 280
302 311 317

1,691 1,700 1,719 1,685
1,749

1,794 1,820

0

500

1,000

1,500

2,000

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

 
資料：平成 20 年から平成 23 年は、介護保険事業状況報告（各年９月 30 日現在） 

資料：平成 24 年から平成 26 年は、第５期介護保険事業計画見込み量シート 

 

■要介護等認定者数の要介護別割合の推移 

5.4 5.5 9.5 10.2 9.3 9.3 9.2

11.0 11.9
10.4 10.8 10.7 10.7 10.6

20.6 17.9 18.2 19.3 18.5 18.5 18.5

16.0 17.3 16.8 16.1 16.6 16.7 16.6

15.2 14.9 12.8 13.5 13.1 13.1 13.1

15.1 15.0 15.4 13.4 14.5 14.5 14.6

16.7 17.5 17.0 16.6 17.3 17.3 17.4

0%

50%

100%

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

 

 

 



 

■認定率の推移 

（単位：％）

0.9 0.9 1.6 1.7 1.6 1.6 1.6
1.8 2.0

1.8 1.8 1.9 1.9 1.9

3.4 3.0
3.1 3.2 3.2 3.3 3.3

2.6 2.9
2.8 2.7 2.9 2.9 3.0
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2.5 2.5 2.6 2.2 2.5 2.6 2.6

2.8 2.9 2.9 2.8 3.0 3.1 3.1
16.5 16.6 16.9 16.8

17.3 17.6 17.8
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第第第第２２２２節節節節    アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査    

 

（１）調査の概要 

①調査の目的 

高齢者の介護保険施策等に関する意識と日常生活実態や健康状態や要介護

リスク等を把握することにより、第五次高齢者福祉計画・第５期介護保険事業

計画策定の基礎資料とするとともに計画に反映するため実施しました。 

 

②調査の対象 

65 歳以上の高齢者を調査の対象とし、その中から、年齢、男女比、要介護

度などを考慮した上で、1,401 人（うち要支援・要介護認定者 701 人）を無作

為に抽出しました。 

 

③調査の方法 

郵送配布、郵送回収 
 

④調査時期 

平成 23 年３月 

 

⑤回収率 

区分 配布数 回収数 回収率 

高齢者実態調査 700 件 505 件 72.1％ 

介護保険ニーズ調査 701 件 495 件 70.6％ 

 

 



 

（２）高齢者実態調査の主な調査結果（抜粋） 

 

①健康を維持するために取り組みたいこと 

高齢者が健康を維持するために取り組みたいことは、「睡眠を十分にとる」

（71.7％）、「家事や家の仕事で体を動かす」（65.7％）、「栄養バランスの良

い食事を作り、食べる」（62.2％）の順に多くなっています。 

 

■健康を維持するために取り組みたいこと 

(回答該当者：443人　複数回答)

60.4

57.4

49.1

47.9

43.0

35.8

26.3

22.2

9.7

1.2

3.6

13.5

6.1

10.5

16.8

24.6

62.2

65.7

71.7

0% 20% 40% 60% 80%

睡眠を十分にとる

家事や家の仕事で体を動かす

栄養バランスの良い食事を作り、食べる

適度な運動をする

散歩をする

口の中や入れ歯を清潔に保つ

健康診断を受けて健康管理を行う

病院受診と服薬管理を行う

友人や地域の人々とのお茶飲みなどを通じ
た交流をする

健康情報番組を見て実践する

仕事を続ける

趣味活動グループへの参加

地域活動やボランティア活動をする

軽度なスポーツ・運動教室への参加

バランスの良い食事を知るための栄養教室
への参加

医師、歯科医師等による勉強会への参加

その他

特にない

無回答

 
 



 

②健康診断の受診状況 

健康診断の受診状況は、「毎年受けている」が 60.6％、「毎年ではないが受け

ている」が 20.8％となっています。一方、「受けていない」は 11.7％となって

います。 

 

■健康診断の受診状況 

（回答該当者：505人）

受けていない
11.7%

毎年ではないが
受けている

20.8%

毎年受けている
60.6%

無回答
6.9%

 

 

③高齢者のみの世帯になった場合の希望の暮らし方 

高齢者のみの世帯になった場合の希望の暮らし方は、「このまま住み慣れた家

や地域で暮らしたい」が 88.3％と圧倒的に多くなっています。 

 

■高齢者のみの世帯になった場合の希望の暮らし方 

(回答該当者：505人　複数回答)

10.5

9.7

4.8

4.2

1.6

5.3

11.9

19.4

88.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

このまま住み慣れた家や地域で暮らしたい

買物や通院など利便性のあるところで暮らしたい

安心して生活を送るために施設に入居したい

見守りつきの高齢者住宅で生活したい

不安な時期（冬期間）だけ施設に入居したい

別居している家族のもとで暮らしたい

不安な時期（冬期間）だけ別居している家族のも
とで暮らしたい

その他

無回答

 



 

④将来の介護について 

将来の介護についての考えは、「自宅で家族の介護と介護サービスを受けたい」

（35.4％）、「自宅で家族に介護して欲しい」（32.9％）が３割を超え多くなっ

ています。 

 

■将来の介護について 

(回答該当者：505人　複数回答)

22.8

20.6

7.1

26.3

32.9

35.4

0% 10% 20% 30% 40%

自宅で家族の介護と介護サービスを受
けたい

自宅で家族に介護して欲しい

自宅で介護サービスを受けたい

特別養護老人ホームなどの施設に入所
し介護を受けたい

わからない

無回答

 

 

⑤介護保険料の負担感 

介護保険料の負担感は、「非常に負担に感じる」、「ある程度負担に感じる」

を合わせると 69.9％となっています。 

 

■介護保険料の負担感 

（回答該当者：505人）

あまり負担を感じ
ない
7.9%

ある程度負担に
感じる
40.0%

非常に負担に感
じる

29.9%

無回答
9.1%

わからない
13.1%

 

 



⑥介護保険料と介護サービスのバランスについて 

介護保険料と介護サービスについては、「保険料の上昇を抑制するため、現在

の介護サービス程度で良い」（41.4％）が最も多くなっています。 

 

■介護保険料と介護サービスのバランスについて 

（回答該当者：505人）

その他
9.7%

無回答
21.2%

保険料の上昇を
抑制するため、

現在の介護サー
ビス程度で良い

41.4%

保険料が上がっ
ても、介護サービ
スを充実させた

ほうが良い
21.6%

保険料を下げる
ため、介護サー
ビスは縮小する

ほうが良い
6.1%

 

                       

⑦介護サービスに求めること 

介護サービスに求めることは、「家族等の介護者の負担軽減が図られること」

（50.9％）が最も多く、次いで「食事や入浴など、日常生活の中での不便を解消

すること」（47.5％）、「家族等の介護者の支援を受けられないときの支援」

（42.0％）の順となっています。 

 

■介護サービスに求めること 

(回答該当者：505人　複数回答)

25.9

24.0

4.0

17.8

42.0

47.5

50.9

0% 20% 40% 60% 80%

家族等の介護者の負担軽減が図られること

食事や入浴など、日常生活の中での不便を
解消すること

家族等の介護者の支援を受けられないとき
の支援

リハビリ等により心身の状態が少しでも改
善すること

ヘルパーやデイサービスの利用者など外部
との交流を持つこと

その他

無回答

 



 

⑧介護サービス以外に望む支援 

介護サービス以外に望む支援は、「介護用品の支給」（30.1％）が最も多く、

次いで「介護の悩みや相談を聞いてくれる専門職との交流」（28.7％）、「介護

をしている方同士との仲間づくりや情報交換の機会」（22.0％）の順となってい

ます。 

 

■介護サービス以外に望む支援 

(回答該当者：505人　複数回答)

21.8

20.8

17.2

16.6

1.2

25.3

19.2

30.1

28.7

22.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護用品の支給

介護の悩みや相談を聞いてくれる専門職と
の交流

介護をしている方同士との仲間づくりや情報
交換の機会

病気や治療法の知識を学ぶ機会

介護の方法や技術を学ぶ機会

介護疲れやストレスから一時的に開放して
くれる旅行などの機会

介護保険サービスを使わないで家族で介
護をした場合の慰労金

その他

わからない

無回答

 



 

（３）介護保険ニーズ調査の主な調査結果（抜粋） 

 

①介護（予防）サービスの利用状況 

介護（予防）サービスを利用している認定者は 72.3％、未利用者は 20.0％とな

っています。 

 

■介護（予防）サービスの利用状況 

（回答該当者：495人）

利用している
72.3%

利用していない
20.0%

無回答
7.7%

 

 

②介護（予防）サービスを利用していない理由 

介護（予防）サービスを利用していない理由は、「家族等の介護で間に合って

いる」が 32.3％、「介護を必要としていない」（27.3％）となっています。 

 

■介護（予防）サービスを利用していない理由 

(回答該当者：99人　複数回答)

11.1

32.3

27.3

11.1

9.1

0.0

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族等の介護で間に合っている

介護を必要としていない

経済的に余裕が無い

入院中のため

利用したいサービスが無い

その他

無回答

 



③施設入所の申し込みの有無 

施設入所の申し込みをしている認定者は、15.4％となっています。 

 

■施設入所の申し込みの有無 

（回答該当者：495人）

無回答
15.2%

申し込みしていな
い

69.4%

申し込みしている
15.4%

 

 

④入所申し込み理由 

施設入所申し込みした理由は、「本人の介護度の重度化により、家族介護が困

難になったため」（39.5％）、「現在は入所の必要性は低いが、将来の予約のた

め」（31.6％）、「介護者（家族等）の高齢化や病気等により、介護が困難にな

ったため」（30.3％）が３割を超えて多くなっています。 

 

■入所申し込み理由 

(回答該当者：76人　複数回答)

13.2

6.6

9.2

18.4

21.1

30.3

31.6

39.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本人の介護度の重度化により、家族介護が
困難になったため

現在は入所の必要性は低いが、将来の予約
のため

介護者（家族等）の高齢化や病気等により、
介護が困難になったため

一人暮らしで介護してくれる人がいないため

専門的なケア（医療面のケアやリハビリ等）
が必要な状態であるため

住宅環境の課題（立地場所・段差等のバリア
など）があるため

その他

無回答

 



 

⑤現在、利用している介護サービスの種類 

現在、利用している介護サービスの種類は、「１種類」（29.1％）が最も多く

なっています。 

 

■現在、利用している介護サービスの種類 

（回答該当者：495人）

３～４種類
7.5%

２種類
9.1%

１種類
29.1%

無回答
53.5%

５種類以上
0.8%

 

 

⑥居宅サービスの充実策への利用状況・意向 

居宅サービスの充実策への利用状況・意向をみると、「利用してみたい」（24.5％）

が最も多く、次いで「利用したことがある」（19.8％）と利用意向が大きい状況

です。 

 

■居宅サービスの充実策（市町村特別給付）への利用状況・意向 

（回答該当者：495人）

無回答
23.4%

わからない
24.8%

利用するつもりは
無い
7.5%

利用してみたい
24.4%

利用したことがあ
る

19.8%

 
※遠野市では、居宅サービスの充実策として、「住宅改修費の給付額の上乗せ」、「福祉用具購入

費の対象品目の追加」を行っています。 

 



 

⑦介護保険料の負担感 

介護保険料の負担感は、「非常に負担に感じる」、「ある程度負担に感じる」

を合わせると 67.4％となっています。 

 

■介護保険料の負担感 

（回答該当者：495人）

わからない
7.1%

無回答
13.5% 非常に負担に感

じる
23.0%

ある程度負担に
感じる
44.4%

あまり負担を感じ
ない

11.9%

 

 

 

⑧介護保険料と介護サービスのバランスについて 

介護保険料と介護サービスについては、「保険料の上昇を抑制するため、現在

の介護サービス程度でよい」（49.5％）が最も多くなっています。 

 

■介護保険料と介護サービスのバランスについて 

（回答該当者：495人）

保険料を下げる
ため、介護サー
ビスは縮小する

ほうがよい
3.6%

保険料が上がっ
ても、介護サービ
スを充実させた

ほうがよい
15.6%

保険料の上昇を
抑制するため、

現在の介護サー
ビス程度でよい

49.5%

無回答
13.3%

わからない
14.1%

その他
3.8%

 

 

 


